









― 735 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（工 学） 
学 位 記 番 号  第  ２１６５５  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年１月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            工学研究科応用生物工学専攻 
学 位 論 文 名  ランダムアミノ酸配列をもつポリペプチドからの DNA 結合能をもつタン 
            パク質の進化的創製 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 卜部  格 
            （副査） 
            教 授 金谷 茂則  教 授 小林 昭雄  教 授 原島  俊 
            教 授 福井 希一  教 授 塩谷 捨明  教 授 清水  浩 
            教 授 仁平 卓也 
論 文 内 容 の 要 旨 
















⑵ ランダムポリペプチドライブラリーからの DNA 結合タンパク質の進化的創成 






― 736 ― 
 第四世代目に優性となった配列の先祖配列となったランダムポリペプチドはファージヘの感染性への進化実験を




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
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検証した林等の報告と同じく全て RP3-42 である。これらの結果は、RP3-42 が特殊な配列というのではなく（林等
は任意に選択したに過ぎない）、同じランダムポリペプチドであっても適当な淘汰圧の下で、進化サイクルを経るこ
とにより、様々な機能性タンパク質に進化できることを示していた。このことはタンパク質の進化が特殊な配列から
選ばれたものではなく、より普遍的なものであることを示していると考えられる。 
 以上のように、本論文は人工進化による機能性タンパク質創生の可能性を明らかにしたものであり、本分野の発展
に大きく貢献している。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
